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「 第 ３ ０ 回 職 業 リハビリテーション研 究 ・ 実 践 発 表 会 」 の 

開 催 にあたって 
 

 

高齢・障害・求職者雇用支援機構では、職業リハビリテーションサービスの基盤整備と質的向

上を図るため、平成５年から「職業リハビリテーション研究・実践発表会」を開催してきました

が、この度、節目の３０回を迎えることとなりました。 

これまで、多くの研究・実践者の方々に発表いただくとともに、様々な方々に参加いただきま

したことに対しまして、心より感謝申し上げます。 

 

さて、職業リハビリテーション研究・実践発表会においては、職業リハビリテーションに関す

る調査研究や実践活動から得られた多くの成果を発表いただく機会を設けるとともに、会場に集

まっていただいた方々の意見交換や経験交流等を通じて、研究、実践の成果の普及に努めていま

す。 

今回の研究・実践発表会は、新型コロナウイルス感染症の状況を勘案しつつ、開催規模を縮小

した上で現地開催をするとともに、その内容を広く発信するため、一昨年度から行っている、障

害者職業総合センター（ＮＩＶＲ
ナ イ バ ー

）ホームページへの動画掲載も継続いたします。さらに、今年

度は、より多くの方々に発表内容等をリアルタイムで共有するために、新たにライブ配信も実施

するハイブリッド方式で発信してまいります。未だ感染症の状況予測が難しいところですが、感

染対策を講じながら安全に開催できるよう努めてまいります。 

 

今回の研究・実践発表会の特別講演では、人口減少を背景とした多様な人材の活用が求められ

る中、障害や難病等のある方の働き方も、テレワークや在宅勤務などで急速に変わりつつありま

すので、雇用の現場でのテクノロジーの上手な活用事例など、多様な働き方の様子を紹介してい

ただき、さらに産業・大学・行政の地域連携についても触れていただきます。 

また、一つ目のパネルディスカッションにおいては、職場づくりに焦点をあてて、共に働く同

僚のちょっとした理解やサポートなどにより、障害のある方が力を発揮しやすく、より働きやす

い職場環境となる事例などをもとにして、企業や研究者の立場から具体的な取組みの紹介や意見

交換を行います。 

二つ目のパネルディスカッションでは、具体的な支援が求められている発達障害のある学生に

対する大学等と就労支援機関との就職活動の連携支援について、各立場での取組みを紹介いただ

き、取り組まれている支援者方々の参考としていただけるよう、検討を深める機会とします。 

 



近年、障害者雇用の取組みは総体では着実に進展しつつあるものの、一方依然として中小企業

では雇用ゼロの企業も多く実雇用率は低い状態のままであり、さらにコロナ禍で顕在化した働き

方変革やＷｅｂ技術の進展等で、障害者就労を取り巻く環境も変化しており、これらの支援ニー

ズが増大し新たな雇用支援が求められております。このような状況において、本年６月に、労働

政策審議会障害者雇用分科会において、「今後の障害者雇用施策の充実強化について」とする意

見書がとりまとめられ、当機構に対して様々な役割が期待される中で、雇用と福祉のさらなる連

携による福祉・雇用間のシームレスな支援として「障害者を支える地域の就労支援人材の育成」

が求められています。悉皆研修である「基礎的研修」の実施など、当機構の果たすべき役割は大

きいものと認識しておりますが、これまで培ってきたノウハウや専門性をさらに発展させ、今後

とも期待に応えられるように取り組んでまいります。 

 

さて、本日の研究・実践発表会における日頃の研究成果の内容が新たな取組みのヒントとなり、

地域や有志による活動など様々な場で活用いただくことにより、各地域における意見交換、経験

交流が進む一助ともなり、種々な課題解決の糸口として障害者雇用の促進と職業リハビリテーシ

ョンサービスの推進に僅かながらでも貢献できる機会となれば幸いです。 

 

最後になりますが、コロナ禍でかつお忙しい中にもかかわらず、特別講演の講師及びパネリス

トを快くお引き受けいただいた皆様、さらには変わらぬ情熱で研究・実践発表にご応募いただい

た皆様に心より感謝を申し上げます。 

 

 

令和４年１１月 

 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

理事長  湯浅 善樹 



○ 研究・実践発表会

【【第第１１日日目目】】  令和４年１１月１５日（火）

：

： 氏

氏

氏

氏

【【第第２２日日目目】】 令和４年１１月１６日(水)

：

： 氏

氏

氏

○ 基礎講座・支援技法普及講習

プ　ロ　グ　ラ　ム

 Ⅰ 「精神障害の基礎と職業問題」  Ⅱ 「視覚障害の基礎と職業問題」  Ⅰ 「問題解決技能トレーニング」  Ⅱ 「心の健康を保つための生活習慣
　　　　　  ～日常生活基礎力形成支援の紹介～」

中山    肇 特定非営利活動法人リエゾン　理事長

16:50 小野寺 十二 東京障害者職業センター多摩支所　主任障害者職業カウンセラー

西村 優紀美 富山大学保健管理センター　客員准教授

白崎   裕美 千葉公共職業安定所　専門援助部門　雇用トータルサポーター

休　　　憩

　　　 講師 ：石原　まほろ
　　　 障害者職業総合センター
　　　 研究員

　　　 講師 ：伊藤　丈人
　　　 障害者職業総合センター
　　　 研究員

　　　 講師 ：山浦　直子
　　　 障害者職業総合センター職業センター
　　　 障害者職業カウンセラー

　　　 講師 ：中村　祐子
　　　 障害者職業総合センター職業センター
　　　 障害者職業カウンセラー

閉　　　会

令和４年１１月１５日(火) １０：３０～１２：００   ※ 上記の研究・実践発表会に先だち、下記の基礎講座及び支援技法普及講習を行います（４つの会場に分かれて同時に行います）。

　　１１００：：００００よよりり受受付付

基礎講座 支援技法普及講習

15:10

パネル
ディスカッションⅡ

「「大大学学等等ににおおけけるる発発達達障障害害学学生生へへのの連連携携支支援援ににつついいてて」」

井口   修一 障害者職業総合センター　主任研究員

休　　　憩

13:00
研究・実践発表

口口頭頭発発表表　　第第２２部部  （（第第７７分分科科会会～～第第１１２２分分科科会会））

14:50   分科会形式で６つの会場に分かれて同時に行います。

時時間間 内内　　　　　　容容

9:00 受　　　付

10:00
研究・実践発表

口口頭頭発発表表　　第第１１部部  （（第第１１分分科科会会～～第第６６分分科科会会））

11:50   分科会形式で６つの会場に分かれて同時に行います。 

15:10
特別講演

「「障障害害やや難難病病等等ののああるる人人々々のの多多様様なな働働きき方方のの現現在在地地  ～～地地域域連連携携ややテテククノノロロジジーー活活用用のの事事例例かからら～～」」

16:40 講　師 ： 近藤   武夫 東京大学　先端科学技術研究センター　社会包摂システム分野・教授

株式会社良品計画　人事部

14:55 若林    功 常磐大学人間科学部　准教授

 休　　　憩

湯浅　善樹　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　理事長　

時時間間 内内　　　　　　容容

12:30 受　　　付

コーディネーター

パ  ネ  リ  ス  ト
(話題提供順)

コーディネーター

パ  ネ  リ  ス  ト
(話題提供順)

13:00 開　　　会 挨　拶 ：

13:15

パネル
ディスカッションⅠ

「「『『同同僚僚』』ののちちょょっっととししたた理理解解ととササポポーートトがが力力ににななるる  ～～障障害害ののああるる社社員員がが働働ききややすすいい職職場場づづくくりりににつついいてて～～」」

宮澤   史穂 障害者職業総合センター　研究員

星野   佳史 株式会社スタックス　代表取締役社長

成澤 岐代子




